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今月の主な記事 住 民 の 動 き
令和元年11月末現在（　）内は前月比
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人　口	 35,285人	（＋３） 15歳未満	 5,286人	（−６）

65歳以上	 8,546人	（＋８）

平均年齢	 43.7歳
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世帯数	 14,607戸	（＋13）

新しい民生委員・児童委員さんを紹介します	………………	P2〜3
税務課からのお知らせ	…………………………………………	P4〜5
役場業務年末年始のお知らせ	 …………………………………	P6
令和元年	秋の叙勲・第33回危険業務従事者叙勲	 …………	P10
守れ人権　許すな差別	…………………………………………	P12
情報ＮＯＷ	………………………………………………………	P13〜18

　町では、12月４日から10日を「藍住町人権週間」とし、期間中に役場１階の町民ホールで人権作品の展示を行い
ました。町内の幼稚園児の合同作品や、小中学生のポスターや習字などを展示し、保育所の子どもたちをはじめ、
多くの方に鑑賞していただきました。

～作品に込められた思いを感じ取ろう～～作品に込められた思いを感じ取ろう～

町人権週町人権週間間
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新しい民生委員・児童委員さんを紹介します新しい民生委員・児童委員さんを紹介します

▪▪▪▪▪▪▪▪　主 任 児 童 委 員　▪▪▪▪▪▪▪▪　

吉原　良司
笠木東・町営笠木団地・杉尾
自治会・杉尾東団地　　　　

岡田　政和
笠木西・町営安任団地・瑞穂
西団地　   　　　　　　　　 

浦本　佳重
笠木団地・寿団地・東野団地・
笠木東野団地  　　　　　　　

山本　きみ子
江ノ口東・江ノ口西・江ノ口・
ゆたか団地・町営安任北団地・
町営江ノ口団地 　　　　　　

渡邊　章
敷地・瑞穂団地・住吉北団地・
珍成  　　　　　　　　　　　

井出　信雄
すみよし団地

濵　忠幸
矢上原・矢上原第１団地・矢
上原第２団地　　　　　　　

安山　政子
矢上北・ＫＳＴ.ＢＬ

中山　重喜
矢上西・双葉団地・シーリン
グテクノ社宅　　　　　　　

中野　桂子
春日・春日東・春日北・春日
森団地・新春日森団地　　　

國永　さき
住吉第３団地・藤ノ木団地・　
藤ノ木台団地・南藤ノ木団地

新居　悦子
千鳥東自治会・宮内・中村・
町営中村団地・神蔵南団地　

山田　隆葊
住吉中筋西・住吉中筋東

武知　文子
池ノ淵・畑中・若宮団地・若
宮ふれあい団地　　　　　　

木村　訓司
奥野ニュータウン・住吉中央
団地・神蔵団地　　　　　　

萬藤　保子
安任

野田　晴代
町内全域

髙橋　八重子
乙瀬東・乙瀬北・中田団地・
町営乙瀬団地・大住ハイツ・
乙瀬乾団地　　　　　　　　

河野　学
町内全域

桐山　享子
乙瀬西・青木北団地・出来地
東団地・出来地西団地　　　

稲井　めぐみ
町内全域

住友　浩次
乙瀬中・乙瀬団地・青木西団地・
青木団地　　　　　　　　  　

住友　和夫
町内全域
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　任期満了に伴う藍住町民生委員・児童委員の改選が行われ、令和元年12月１日付で厚生
労働大臣から次の方々に委嘱されました。
　相談のある方は、担当地区の委員へお申し出ください。※順不同・敬称略／地区は行政区

森　通宏
猪熊・猪熊北・矢上前団地・
矢上前北団地　　　　  　　

吉田　照美
東郷・藍住さくら団地

犬伏　秀章
祖母ケ島西・祖母ケ島東・
陽光台団地・西郷･大塚　

中村　博之
新居須南・新居須北・新居須
北団地・新居須西団地　　　

新田　博史
本村（東）・本村中団地

吉田　正子
幸島団地・幸島会北・県営幸
島団地・正喜地西団地　　　

田中　佐世子
乾・乾分譲

井浦　芳文
敷地東・敷地西・藍愛自治会

佐藤　和夫
前須東・前須西

石川　文彦
成瀬南団地・藍寿苑・竹ノ瀬南・
藍西団地・竹ノ瀬南団地　  　

田村　八重子
本村（西）・本村９班自治会

上野　進
成長団地・南成長団地・成長
平和団地・ニュータウン西勝
地・はなみずき団地　　　　

阿部　光宏
東前川・前川・和田・奥野東

髙畑　シナ子
龍池北自治会・龍池東自治会・
町営敷地団地　　　　　　  　

黒上　隆男
小塚東・小塚西・小塚団地・

南小塚・名田橋ハイツ　   　　

有島　三徳
若葉台・北傍示団地・
中新田団地　　　  　

宮本　和子
勝瑞東・勝瑞西・林アパート

大西　俶子
成長南団地・中成長団地・こ
ばと団地・友成ハイツ・勝瑞
団地　　　　　　　　　　　

吉本　隆
中筋・西中筋・町営原団地

村上　順子
龍池・龍池西自治会

近藤　幸子
徳命東・徳命西

丸與　早
成瀬南・穂実団地

中林　忠司
正喜地・専売団地・正喜地団地・
正喜地瑞穂

中道　きく江
新田東・馬木東・馬木西・ロ
イヤルハイツ　　　　　　　

大代　美智子
原・四軒屋

岡本　葊數
西乾・町営中富団地

榎本　静子
名田東・名田西・名田団地

小原　惠子
竹ノ瀬北・成瀬北

岩佐　京子
みどりヶ丘団地・リッチランド

宮本　一彦
馬木南・町営馬木団地・南陽
団地・馬木西地団地　　　　
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●　●　●　税　務　課　か　ら　の　お　知　ら　せ　●　●　●
確定申告をされる方へ確定申告をされる方へ

源泉徴収票は大切に保管してください
　会社や個人事業主から給与の支払を受けた場合は、給与の支払者から源泉徴収票を必ず交付してもらってください。
　また、給与の支払者は、請求の有無を問わず、法の規定により源泉徴収票を必ず交付しなければなりません。
　なお、確定申告など税に関する手続をする際に、源泉徴収票が原則必要となりますので、交付された源泉徴収票は
大切に保管すると同時に、記載内容に誤りがないか確認してください。

消費税確定申告書は鳴門税務署に郵送又は直接ご提出ください
　個人事業者に係る消費税について、令和元年分から役場税務課では受付を行いませんので、消費税確定申告書は、
鳴門税務署に郵送又は直接提出してください。
　鳴門税務署では、令和２年２月17日から確定申告会場を開設しています。

確定申告書等にはマイナンバーの記載、提示又は写しの添付等が必要です
●�確定申告会場で、申告者の本人確認に必要な書類は
　・マイナンバーカード（個人番号カード）
　・マイナンバーカードをお持ちでない方は、番号確認書類と身元確認書類（下図参照）の両方

※ 国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書を、ご自宅等からｅ－Ｔａｘにより電子
送信すれば、本人確認書類の提示又は写しの提出は不要です。

問 税務課（☎６３７・３１１７）

平成31（令和元）年分確定申告用納付済額確認書について平成31（令和元）年分確定申告用納付済額確認書について
　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料を普通徴収（口座振替又は納付書による納付）で納めて
いただいている方に、確定申告用（社会保険料控除金額の確認書類）の「納付済額確認書」（圧着ハガキ）を令和２
年１月下旬に郵送します（確定申告が必要でない方は、納付済額の確認等にお使いください）。
※ 特別徴収（年金からの天引き）による納付済額については、年金保険者から送付される「公的年金等の源泉徴収票」

によりご確認ください。なお、遺族年金・障害年金から特別徴収されている方で確認書が必要な方は、お申し出
ください。

※特別徴収分は、年金受給者本人以外の方の社会保険料控除とすることはできませんので、ご注意ください。

問 国民健康保険税・確定申告用納付済額確認書に関すること　税務課（☎６３７・３１１７）
　　後期高齢者医療保険料・介護保険料に関すること　健康推進課（☎６３７・３１１5）

番号確認書類

＋＋
身元確認書類

【ご本人のマイナンバーを確認できる書類】
・通知カード
・ 住民票の写し（マイナンバーの記載があるもの）
　などのうちいずれか１つ

【記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類】
 ・運転免許証　 ・医療保険の被保険者証
 ・パスポート　 ・身体障害者手帳
 ・在留カード　などのいずれか１つ
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税・保険料 納期限
① 国 民 健 康 保 険 税（６期） 12月25日（水）

②
介 護 保 険 料（６期） 12月25日（水）
後期高齢者医療保険料（５期） 令和２年１月６日（月）

※ 口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金く
ださい。

※ 口座振替契約を解除する場合には、解約手続が必要です。
　 転出・婚姻等、世帯状況に異動があった場合でも、自動

的に解約とはなりませんのでご注意ください。

問 ①に関すること　税務課（☎６３７・３１１７）　　
②に関すること　健康推進課（☎６３７・３１１５）

●　●　●　税　務　課　か　ら　の　お　知　ら　せ　●　●　●
事業所・個人事業主の方へ事業所・個人事業主の方へ

給与支払報告書の提出準備はお済みですか？
　会社や個人事業主が人を雇って給与を支払った場合、翌年の１月31日までに市町村へ「給与支払報告書」を
提出することが法律により義務付けられています。
　また、給与を受け取った方がすでに退職している場合でも、原則として市町村への「給与支払報告書」の提
出が必要となります。

　なお、原則全ての事業者が、個人住民税の特別徴収義務者となります。特例として、「徳島県統一基準」
に該当すれば普通徴収とすることができますので、普通徴収とする給与支払報告書がある場合は「個人住
民税普通徴収該当理由書※」を必ず一緒にご提出ください。※町ホームページからダウンロードできます。

国民健康保険税を年金天引き(特別徴収）されている方へ国民健康保険税を年金天引き(特別徴収）されている方へ
　国民健康保険税の納付方法を口座振替に変更することができます。
【手続の方法】
　●口座振替へ変更する場合
　　申請手続が必要です。納付方法変更申出書などの書類をお渡し又は郵送いたしますので、お問い合わせください。
　●引き続き、年金天引き（特別徴収）する場合
　　手続は不要です。
【注　意　点】
　●申請から納付方法が変わるまで３か月程度かかります。
　●納付書払いでの納付は選択できません。
　●国民健康保険税の納付状況により変更できない場合があります。

問 税務課（☎６３７・３１１７）

￥ 今月の納税・保険料の納付福祉手当の支給福祉手当の支給
　町では、毎年12月に福祉手当を支給してい
ます。
　受給要件に該当する方には、申請書を送付
しています。必要事項を記入し、次のとおり
お越しください。

支給期間　12月16日（月）〜20日（金）
　　　　　午前９時〜午後５時
支給場所　住民相談室（役場1階）

問�福祉課（☎637・3114）
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成人式のご案内
次の日程で成人式を開催します。

日時　令和２年１月12日（日）
　　　　受　付　午前10時から
　　　　式　典　午前11時から
場所　総合文化ホール
対象者　平成11年4月2日から平成12年4月1日生まれの方
※式典終了後に記念撮影を行います。
※ 住民票が他市町村にある方で、本町の成人式に出席を

希望される場合は、ご連絡をお願いします。
※ お車でお越しの方は、総合施設駐車場又は役場駐車場

をご利用ください。

問�教育委員会（☎637・3128）

駐車場入口

町民
体育館

総合文化
ホール

藍住中学校

役
場

駐車場案内図

◆ ◆ ◆ 役場業務年末年始のお知らせ ◆ ◆ ◆
仕事納め 仕事始め

役場窓口業務
　戸籍に関する届出（出生・死亡等）は当直者が受け付けます。 12月27日（金） １月６日（月）

ごみ収集
※ 粗大ごみの受付について、12月27日（金）までは午前９時から�
午後４時まで、12月29日（日）と12月30日（月）は午前９時から�
正午までです。詳細は「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

燃やせるごみ
南地区  12月29日（日）
北地区  12月30日（月）
廃プラスチック類

12月25日（水）

燃やせるごみ
南地区  １月６日（月）
北地区  １月７日（火）
廃プラスチック類

１月８日（水）
し尿の取扱い 12月27日（金） １月６日（月）
コミュニティセンター 12月27日（金） １月５日（日）
町民体育館 12月27日（金） １月５日（日）
体育センター 12月27日（金） １月５日（日）
勤労女性センター 12月27日（金） １月４日（土）
藍翠苑 12月27日（金） １月６日（月）
図書館 12月28日（土） １月５日（日）
消費生活センター 12月27日（金） １月６日（月）
藍の館 12月27日（金） １月２日（木）
総合文化ホール 12月27日（金） １月５日（日）

購入や使用可能店舗に関すること

プレミアム付商品券の申請期間を延長していますプレミアム付商品券の申請期間を延長しています
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○粗大ごみの受付
　年末が近づき、大掃除の時期がやってきました。
　粗大ごみの受付は、平日の午前９時から午後
４時までですが、12月21日（土）、29日（日）、30日

（月）は正午までとなります。大変な混雑が予想さ
れますので、余裕を持ってお持ち込みください。
　また、釣り銭が出ないように、粗大ごみの数や
種類に応じた料金を事前に準備するなど、スムー
ズな搬入にご協力をお願いします。

問�西クリーンステーション（☎６９２・７４１１）
　　生活環境課（☎６３７・３１１６）

　任期満了に伴う藍住町議会議員一般選挙を令和２年２月
９日に行います。
　この選挙に立候補を予定している方への説明会を開催し
ますので、立候補予定の方や関係者の方はご出席ください。
※ 説明会では、立候補届出に関する説明と必要な書類をお

配りします。

日　時　令和２年１月８日（水）
　　　　午前10時から
場　所　町民シアター（役場４階）

問�選挙管理委員会（☎６３７・３１２６）

西クリーンステーション
からのお願い

藍住町議会議員一般選挙の
立候補予定者説明会

　今年10月から始まった年金生活者支援給付金制度に便乗し、厚生労働省、日本年金機構又は市区町村の職員を
名乗る者から、「年金生活者支援給付金の振込口座が使えないため、新しい口座番号、暗証番号、マイナンバーを
教えてほしい。」という不審な電話がかかってきた事例が報告されています。
　厚生労働省及び日本年金機構では、電話でお客様の口座番号、暗証番号、マイナンバー等をお聞きすることは
ありません。このような電話があっても、口座番号等の個人情報を答えることのないようにご注意ください。
　ご不明な点は、お近くの年金事務所にお問い合わせください。

〇年金相談・手続の際はぜひ予約を！
　年金事務所では、年金相談や年金請求手続について、「事前予約」を行っています。待ち時間の少ない「予約相談」
をご利用ください。
　予約相談希望日の1か月前から前日まで受付しています。予約時には、基礎年金番号のわかるものをご用意ください。
　予約専用受付番号（☎０５７０・０５・４８９０）又はお近くの年金事務所まで。

問�徳島北年金事務所（☎６５５・０２００）　　町住民課（☎６３７・３１１３）

　ごみを処理するには電気やガス、石油などエネルギーを消費し、莫大な費用もかかります。また、資源の過剰
消費やごみの排出によって、将来の世代にも影響を残します。一人ひとりが考え、行動することでごみを大幅に
減らすことができます。

＜ごみ減量化の３R＞＜ごみ減量化の３R＞
Reduce リデュース(ごみの発生を抑制する）
　◦食べ残し・消費期限切れなどの「食品ロス」が発生しないように買い物や調理方法を工夫しましょう
　◦調理くず（生ごみ）の水切りをきちんとしましょう
Reuse リユース(繰り返し使う）
　◦買った品物は、大切に長く使い、壊れたものは修理しましょう
　◦フリーマーケットやリサイクルショップを利用し、不要になった物は人にゆずりましょう
　◦詰め替えできる商品を買いましょう
Recycle リサイクル(再資源化する）
　◦ごみと資源をきちんと分別して出しましょう
　◦スーパーマーケットや家電量販店・小売店などの回収を積極的に利用しましょう
　◦リサイクル製品を選んで購入しましょう

問 生活環境課（☎637・3116）

  ごみの減量   ～できることから始めよう～～できることから始めよう～

ハ〜イ
こくねんです！ 年金生活者支援給付金制度に便乗した詐欺にご注意ください年金生活者支援給付金制度に便乗した詐欺にご注意ください
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　冬期は、宅内の水道が凍結するおそれがあります。

　凍結させてしまうと水道が使用できなくなるのはもちろんのこと、凍結が原因による

漏水が発生し、修理費用や水道料金など多額の出費が伴います。

●夜の冷え込みにご注意
　 　気温が氷点下になると、水道管が破裂することがあります。特に多いのは次のような水道管です。

　◦むき出しになっている水道管　◦北向きにある水道管　◦風あたりの強いところにある水道管

●凍結を防ぐには
　 　水道管に保温材（布や毛布でも良い）を巻くと効果があります。なお、保温材が濡れると逆効果になるので、

上からビニルテープなどを巻いて防水対策を行ってください。

●水道管が凍って水がでないときは
　 　自然に溶けるまで待つか、タオルなどを巻き付けてその上からゆっくりとぬるま湯をかけてください。急に

熱湯をかけると水道管が破裂することがありますので注意してください。

●水道管が破裂したときは
　 　メーターボックス内にある止水栓を閉め、指定給水装置工事店に修理を依頼してください。

問�上下水道課(☎637・3131)

水道管の凍結にご注意ください水道管の凍結にご注意ください

令和２年1月20日(月)に　　　令和２年1月20日(月)に　　　
集団検診を追加で実施します!集団検診を追加で実施します!
　今年度最後の集団検診となります。各種がん検診等を受けていない方は、ぜひ受診してください。

●日時　令和２年１月20日(月)　①午前８時〜９時30分　②午前９時30分〜11時
●検診内容と対象者
　胃がん検診(エックス線検査)・肺がん検診・大腸がん検診：今年度40歳以上の方
　前立腺がん検診：今年度50歳以上の男性
　特定健診：町国民健康保険に加入している40歳以上75歳未満の方
　　　　　　※その他の医療保険に加入されている方は、受診券の有効期限をご確認ください。
　※肝炎ウイルス検査も実施しています。ご希望の方は、保健センターまでお問い合わせください。
●実施会場　保健センター(総合文化ホール１階)
●申込方法
　集団検診の予約は徳島県総合健診センターへ電話予約（☎678・3557、678・7128）をしてください。
　予約受付期間：令和２年１月８日(水)まで（受付時間：午前８時30分〜午後５時　※土・日・祝日を除く）
　※集団検診受付時間は、時間を２つに分けています。ご予約時に選択してお申し込みください。
　　①午前８時〜９時30分　 ②午前９時30分〜11時（受付時間は申込順）

※検診の案内や受診券がお手元にない方は、お問い合わせください。

問�保健センター（☎692・8658）
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　藍住町スポーツ推進委員会が、11月14日に三重県で開催された
第60回全国スポーツ推進委員研究協議会において、「全国スポー
ツ推進委員優良団体表彰」を受けました。
　これは、長年にわたり自己の研鑽に励むとともに、その属す
る地域のスポーツ振興に功績のあった団体に贈られるものです。
　藍住町スポーツ推進委員の皆さんは、あいずみファミリース
ポーツフェスティバルをはじめ、多くのスポーツイベントの運
営などに携わっています。こうした長年の地域のスポーツ振興
への貢献が認められ、今回の受賞となりました。
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全国スポーツ推進委員優良団体表彰を受賞！全国スポーツ推進委員優良団体表彰を受賞！

　友好都市の山形県河北町から、「ラ・フランス」を頂き
ました。
　ラ・フランスは、独特の芳香とまろやかな風味で西洋
ナシの女王と呼ばれる人気の品種で、山形県が全国生産
量の約70％を占めています。少し間をおいて熟させると、
さらにおいしくなります。
　町内の中学校では、初めて西洋ナシの実物を見た生徒
も多く、手に取って特徴的な形を確かめていました。河
北町の皆さん、貴重な果物をありがとうございました。

山形県河北町からラ・フランスが届きました山形県河北町からラ・フランスが届きました
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恒久平和を願い 戦没者追悼式を挙行恒久平和を願い 戦没者追悼式を挙行

地域おこし協力隊活動レポート地域おこし協力隊活動レポート

赤ちゃん先生クラスから学びました赤ちゃん先生クラスから学びました

JICAボランティア隊員が町長を表敬訪問JICAボランティア隊員が町長を表敬訪問

　11月19日、北小学校で３回目の赤ちゃん先生クラスを開催しました。　11月19日、北小学校で３回目の赤ちゃん先生クラスを開催しました。
　この日は『赤ちゃんとお話ししよう』をテーマに、言葉には「心が温か　この日は『赤ちゃんとお話ししよう』をテーマに、言葉には「心が温か
くなる言葉」と「心が痛くなる言葉」があることを学び、赤ちゃんや周りくなる言葉」と「心が痛くなる言葉」があることを学び、赤ちゃんや周り
の人に対してどんな言葉を使えばよいかを考えながら、赤ちゃんと触れの人に対してどんな言葉を使えばよいかを考えながら、赤ちゃんと触れ
合っていました。合っていました。
　３回目の赤ちゃん先生クラスということもあり、グループごとに小さ　３回目の赤ちゃん先生クラスということもあり、グループごとに小さ
な輪になって、赤ちゃんと積極的に触れ合っている姿が見られました。な輪になって、赤ちゃんと積極的に触れ合っている姿が見られました。
　赤ちゃん先生クラスは、町内各小学校で年５回、中学校で１、２回開　赤ちゃん先生クラスは、町内各小学校で年５回、中学校で１、２回開
催しています。 催しています。 

　国際協力機構（JICA）の青年海外協力隊の一員として、アフリカ南東　国際協力機構（JICA）の青年海外協力隊の一員として、アフリカ南東
部のマラウイで活動していた安冨 藍さん（写真左）が帰国し、町長を表部のマラウイで活動していた安冨 藍さん（写真左）が帰国し、町長を表
敬訪問されました。敬訪問されました。
　安冨さんは、平成29年10月から令和元年10月までの２年間、栄養士と　安冨さんは、平成29年10月から令和元年10月までの２年間、栄養士と
して、マラウイ中部の病院で活動されました。現地では、病院スタッフして、マラウイ中部の病院で活動されました。現地では、病院スタッフ
とともに、食事調査や栄養教育を現地語で行い、地元食材を用いた地域とともに、食事調査や栄養教育を現地語で行い、地元食材を用いた地域
の食生活に適した献立とポスター作り等などに取り組まれました。の食生活に適した献立とポスター作り等などに取り組まれました。
　マラウイでの活動を振り返り、「現地の方々と生活できたことは栄養士　マラウイでの活動を振り返り、「現地の方々と生活できたことは栄養士
として、本当に貴重な経験だった。この経験を今後働く上でも生かしてとして、本当に貴重な経験だった。この経験を今後働く上でも生かして
いきたい。」と述べられました。いきたい。」と述べられました。

　世界平和記念日の11月11日に役場４階の町民シアターで、戦没者追悼
式を行いました。
　当日は遺族ら100人を超える関係者の出席があり、日清戦争から第二次
世界大戦までに戦没された421柱の御霊のご冥福をお祈りしました。
　菊花で飾られた祭壇には、遺族代表の久次米 瞳 さん、山城 美三子 さ
ん による献燈と、髙橋町長、池内 慶治 住吉遺族会会長、東小学校６年
　秋山 美緒 さん の献花が行われ、町長をはじめ来賓の方々や、東小学
校６年 吉田 陽哉 さん から追悼の言葉や平和への誓いが述べられまし
た。最後に遺族を代表して白川 潔 藍園遺族会会長 からお礼の言葉があ
り、厳かなうちに式典は終了しました。

　９月上旬から始まった、すくもの製造。
　約５日おきに切り返しを行い、 12回目の作業日、「通し」と呼ばれる作業
を行いました。通しとは、藍を粉砕機に入れ細かくすることで、これに
より、藍をむら無く均等に発酵させます。
　粉砕機に通した藍は以前よりもふんわりとした感触になり、少しずつ
完成に近づいているように感じます。
　作業中、寝床には湯気が立ちこめ、独特な香りが鼻を刺激します。良
い染料を作るためには、温度を最後まで保つことが重要となるため、藍
の状態を確かめながら、むしろやマットで保温し、次の作業まで寝かせ
ます。良いすくもになるよう、藍の持つ力を信じ祈るばかりです。
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京都市京都市崇崇
すうすう

仁仁
じんじん

地区地区
藍住町人権講座現地研修に参加して藍住町人権講座現地研修に参加して

●藍住町スローガン●
守れ人権 許すな差別

●● 東九条現地研修 東九条現地研修
　京都市地域・多文化交流ネットワークサロン所長　前川　修さんに「東九条の現状」
いうテーマで講義をしていただきました。崇仁地区は全国でも最大規模の同和地区で
す。さかのぼること室町時代は処刑場として河原者（生業は屠畜や皮革加工で、河原や
その周辺に居住していた）が刑務を行っていたところで、1910年頃より京都駅の改築に
始まる土木事業の活発化に伴い労働者が増加し、さらに朝鮮半島で土地や食料を奪わ
れ、やむをえず渡日したコリアンたちも仕事を求めて京都駅周辺に集まり、その頃よ
り家が建ち始めたようです。戦後京都駅周辺の人口はさらに増え、住環境の悪化、貧困や教育問題、東九条地域や
コリアンに対する差別問題が起こったそうです。60年前にアメリカ人神父が、差別をなくし、偏見を打ち壊すこと
を目的に子どものための事業として「希望の家」を作りました。その当初の思いが歴代の神父や住民にも引き継がれ、
年齢、ルーツ、価値観、心身の状況が違う者がお互いを認め合う社会が真の多文化共生だとの思いでこの地域・多
文化ネットワークサロンが運営されているということです。
●● 崇仁新町屋台村 崇仁新町屋台村
　長い歴史の中で置き去りにされていることが多い崇仁地区。インフラ整備が遅れ、生活水準が著しく低下してい
た町に戦後、部落差別をなくすために住民の運動により市営住宅や市営浴場ができました。しかし、同和対策の
遅れなどから、60年ほど前に9000人余りいた住民が1400人ほどまで減り、京都市は再開発のため用地買収を進め、
2023年度に京都市立芸術大学を崇仁地区に移設する予定です。着工までの２年半、屋台村「崇仁新地」として、商品
名に「崇仁」を付けた店名や商品があります。急速に変わりゆくまちと、その変化に戸惑う住民。崇仁の歴史や魅力
を伝えようと様々な取り組みがされているようでした。
●● 柳原銀行記念館 柳原銀行記念館
　1899年に柳原町（崇仁地区）の町長であった明石民蔵や被差別部落の住民によって設立された日本で唯一の銀行で
す。当時差別のために資金を得られなかった町内の産業の振興や教育に大きく貢献しましたが、金融恐慌の影響で
1927年に倒産しました。国道拡張工事に伴い取り壊し案が出されましたが、保存運動が盛り上がり、移築、復元し
柳原銀行資料館として開館しました。現在は地域の歴史、文化、生活等の展示を通して市民に同和問題への正しい
理解と人権意識の普及を図る啓発施設として親しまれています。
●● 銀閣寺庭園見学 銀閣寺庭園見学
　室町時代の庭師の善阿弥は、河原者であったが、八代将軍足利義政に仕え、様々な寺院の作庭を手掛けました。
世界文化遺産の銀閣寺庭園は善阿弥の子や孫による作品だということです。河原者という被差別民衆の人々は、作
庭の技量と背後に控える技能集団があって、将軍に認められていたようです。銀閣寺で有名な向月台を見ながら中
世被差別民衆が働いていた当時の姿に思いを馳せました。

　観光でしか訪れたことのなかった京都。観光客でいっぱいの京都駅すぐ東にこのような
差別と闘った歴史ある地域があることをこの現地研修で知りました。そして崇仁地域は、
差別撤廃に団結した「水平社運動」の拠点で全国仮本部が置かれたところです。この研修に
参加して地域の方がさまざまな課題に向き合い、声を上げ続けた住民や支援者の運動を知
る大きなきっかけになりました。

藍住町人権教育推進協議会 運営部会　林　　美保

人権標語人権標語 藍住東小学校児童作品

思い込み　いじめのはじまり　やめようよ	 ６年　青木　大輔
気づいてる？　友達からの　ＳＯＳ	 ６年　大草　芽衣
気をつけよう　自分のしたこと　わすれずに	 ６年　村澤　遥斗
考えて　言われた後の　その気持ち	 ６年　島田　　律
声かけて　わたしの心は　温まる	 ６年　後藤　星菜
言う前に　言葉の重さ　考えて	 ６年　竹内　勇人
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情情　　報報
NOWNOW
情　報
NOW

町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日

時　
令
和
２
年
１
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
集
合

　
　
　
　
　
（
小
雨
決
行
）

※
中
止
の
場
合
、
順
延
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時
30
分

場

所　
河
川
敷
運
動
公
園

　
　
　
　
　
（
名
田
橋
下
流
）

種

目　
小
学
生
１
年
～
３
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
女
２
㎞

　
　
　
　
　
小
学
生
４
年
～
６
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
女
３
㎞

　
　
　
　
　
中
学
・
高
校
生　
　
男
女
３
㎞

　
　
　
　
　
一　
　
般　
　
　
　
男
女
３
㎞

　
　
　
　
　
40
歳
以
上　
　
　
　
男
女
３
㎞

対
象
者　
町
内
在
住
又
は
町
内
在
勤
の
方

申
込
期
限　
令
和
２
年
１
月
８
日（
水
）

申
込
先　
○
小
・
中
学
生
は
各
学
校

　
　
　
　
　
○
高
校
生
以
上
は
教
育
委
員
会

主

催　
町
体
育
協
会

問 

教
育
委
員
会　

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

　
交
通
安
全
協
会
に
よ
る
優
良
運
転
者
表

彰
の
候
補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
、
運
転
免
許

を
保
有
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る
方

○
15
年
以
上
・
20
年
以
上
・
30
年
以
上

　
無
事
故
・
無
違
反
で
あ
る
こ
と

申
請
に
必
要
な
も
の

　
・
運
転
免
許
証

　
・
印
鑑

申
請
期
限　
令
和
２
年
１
月
15
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で

申
・
問 

総
務
課　
危
機
管
理
室

（
☎
６
３
７・３
１
１
１
）

優
良
運
転
者
表
彰
の

優
良
運
転
者
表
彰
の

候
補
者
募
集

候
補
者
募
集

健
康
づ
く
り
講
座

①
講
義
・
実
技「
生
活
習
慣
病
や
介
護
予
防

　
に
向
け
た
運
動
」

日  

時　
12
月
20
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
（
受
付
午
前
９
時
45
分
か
ら
）

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
１
階

　
　
　
　
　
多
目
的
室

講

師　
柳
澤 

幸
夫 

氏（
徳
島
文
理
大

　
　
　
　
　
学
保
健
福
祉
学
部
教
授
）

参
加
費　
無
料

準
備
物　
筆
記
用
具
、
長
め
の
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　
飲
物

※
動
き
や
す
い
服
装・靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
12
月
19
日（
木
）

②
講
演「
自
覚
症
状
な
く
進
展
す
る
腎
臓
病

　
～
腎
臓
病
を
い
か
に
考
え
る
か
～
」

日  

時　
令
和
２
年
１
月
24
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
（
受
付
午
前
９
時
45
分
か
ら
）

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
１
階

　
　
　
　
　
多
目
的
室

講

師　
土
井　
俊
夫 

氏（
川
島
病
院　

　
　
　
　
　
腎
臓
内
科
、
徳
島
大
学
名
誉
教

　
　
　
　
　
授
腎
臓
内
科
学
、
財
団
法
人
生

　
　
　
　
　
産
開
発
科
学
研
究
所
顧
問
）

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
令
和
２
年
１
月
22
日（
水
）

※
①
②
と
も
に
当
日
、
ご
家
庭
の
汁
物
の
塩

分
測
定
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
50
㏄
程
度
を
容
器
に
入
れ
て
お
持
ち

下
さ
い
。

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２･
８
６
５
８)

健
康
づ
く
り
教
室

（
町
国
保
健
康
保
険
事
業
）

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
１
月
教
室
）」

　
フ
ォ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
な
が
ら
、
が

ん
ば
り
す
ぎ
ず
に
継
続

す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

実
践
し
よ
う
。

日

時　
令
和
２
年
１
月
10
日
、
17
日
、

　
　
　
　
　
24
日
、
31
日

　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場

所　
町
民
体
育
館
周
辺

　
　
　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
町
民
体
育
館
）

内

容　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」　　
　
　

講

師　
小
原　
繁 

氏

　
　
　
　
　
（
徳
島
大
学
名
誉
教
授
）

対
象
者　
40
歳
か
ら
74
歳
で
町
内
在
住
の

　
　
　
　
　
方

※
健
康
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
運
動
習
慣

　
を
身
に
つ
け
た
い
方
で
全
４
回
に
参
加
で

　
き
る
方

申
込
開
始　
12
月
17
日（
火
）か
ら

定

員　
25
人(

申
込
順
）

参
加
費　
無
料

準
備
物　
運
動
靴
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲

　
　
　
　
　
物

　
　
　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
シ
ュ

　
　
　
　
　
ー
ズ
）

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２･

５
０
０
０)

　

藍
住
町（
勝
瑞
）出
身
力
士
の
藍（
髙

原
魁
成
さ
ん
・
高
田
川
部
屋
）の
十
一

月
場
所
の
成
績
は
、
１
勝
６
敗（
序
二

段
六
十
二
枚
目
）で
し
た
。

　

一
月
場
所（
令
和
２
年
１
月
12
日
～

26
日
・
両
国
国
技
館
）で
の
活
躍
を
期

待
し
ま
し
ょ
う
。
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消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

「
絶
対
に
も
う
か
る
」

甘
い
言
葉
に
ご
用
心
！

　
「
投
資
」や「
お
金
稼
ぎ
に
関
す
る
情
報
商

材
」な
ど
の
勧
誘
で
、
そ
の
気
が
無
く
断
っ

て
い
る
消
費
者
に
対
し
て「
絶
対
に
も
う
か

り
ま
す
」と
誘
い
、
強
引
に
契
約
を
迫
る
手

口
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
断
り
切
れ

ず
に
高
額
な
契
約
を
し
た
が
、
説
明
通
り

に
い
か
ず
後
悔
だ
け
が
残
っ
た
と
い
う
相

談
が
、
全
国
的
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
絶
対
に
も
う
か
る
」と
説
明
さ
れ
て
も
、

い
っ
た
ん
冷
静
に
な
っ
て
考
え
、
そ
の
気

が
な
い
契
約
は「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」と

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
の
相
談
情
報
窓
口

『
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』

　
消
費
生
活
相
談
員
２
名
が
無
料
で
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
不
安
な
と
き
、
困
っ
た
と

き
は
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時　
月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場

所　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
図
書
館
２
階
）

　
　
　
　
　
　
　

        

泣
く  

い
や
よ
は
こ
こ
！

問 

専
用
電
話（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

　
　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
（
局
番
な
し
１
８
８
）

令
和
２
年
1
月
2
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

日 月 火 水 木 金 土
1 ２ 3 4

5 6
行政相談

7
一般相談

8 9
法律相談

10 11

12 13 14 15 16 17
税金相談

18

19 20
人権相談

21
一般相談

22 23
法律相談

24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1

２ 3
行政相談

4
一般相談

5 6 7 8

9 10
人権相談

11 12 13
法律相談

14 15

16 17 18
一般相談

19 20 21
税金相談

22

23 24 25 26 27
法律相談

28 29

１月

２月

※法律相談については完全予約制となっております。※相談は無料・秘密厳守です。
●場所　総合文化ホール ２階
●こども相談（月曜日～金曜日　午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」の各児童館
●保健相談（毎週月曜日）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●時間　人権、行政、一般相談は午後１時30分～３時30分、その他は午後１時～３時
●相談センター専用電話（☎６９２・６２２２）

心配ごと相談所カレンダー

　「国の教育ローン」
は、高校、短大、大学、
専修学校、各種学校や
外国の高校、大学等に
入学・在学するお子さ
まをお持ちのご家庭
を対象とした公的な融資制度です。

融　資　額　お子さま１人につき350万円以内
金　　利　年1.66％
※母子家庭の方などは年1.26％（11月１日現在）
返済期間　15年以内
※母子家庭の方などは18年以内
※詳細は、ホームページ（「国の教育ローン」で検索）
　又は教育ローンコールセンターにお問い合わせ
　ください。

問  教育ローンコールセンター（☎0570・008656
　　（ナビダイヤル）、03・5321・8656）

「国の教育ローン」「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）の（日本政策金融公庫）の

ご案内ご案内

令
和
２
年
度 

町
民
農
園

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

　

富
吉
ふ
れ
あ
い
農
園
・
勝
瑞
馬
木
い
き
い

き
農
園
の
利
用
者
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

●
富
吉
ふ
れ
あ
い
農
園

場

所　
富
吉
字
地
神
48
番
地
４

募
集
区
画　
５
区
画

●
勝
瑞
馬
木
い
き
い
き
農
園

場

所　
勝
瑞
字
西
勝
地
１
８
０
番
地
１

募
集
区
画　
７
区
画

●
共
通
事
項

面

積　
30
㎡
／
区
画

利
用
料　
６
千
円
／
年
額

利
用
条
件　
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
町
民

　
　
　
　
の
方
で
、
農
園
の
管
理
等
が
十

　
　
　
　
分
に
で
き
、
町
税
等
の
滞
納
が

　
　
　
　
な
い
方

利
用
期
間　
令
和
２
年
４
月
～
令
和
３
年
３

　
　
　
　
　

月（
利
用
の
延
長
は
最
大
２
回

　
　
　
　
　
ま
で
）

利
用
方
法　
経
済
産
業
課
備
付
け
の
申
込
用

　
　
　
　
　
紙
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

　
　
　
　
　
除
く
）

選
考
方
法　
申
込
順（
募
集
数
に
達
し
た
場

　
　
　
　

合
、
募
集
を
締
切
り
ま
す
）

問 

経
済
産
業
課

　

   （
☎
６
３
７・３
１
２
０
）
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よ
ん
で
ん
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

～Christm
as Concert

～

（
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
）

日

時　
12
月
21
日（
土
）

開

場　
午
後
１
時
30
分

開

演　
午
後
２
時

入
場
料　
全
席
自
由

　
　
　
　
　
一　
　
　
般　
　
　
　
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
１
２
０
０
円
）

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下　
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
７
０
０
円
）

わ
ろ
て
な
！
狂
言
会

（
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
）

日

時　
令
和
２
年
１
月
18
日（
土
）

開

場　
午
後
１
時
30
分

開

演　
午
後
２
時

入
場
料　
全
席
自
由

　
　
　
　
　
一　
　
　
般　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
２
千
円
）

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下　
　
５
０
０
円

（
当
日
７
０
０
円
）

　
　
　
　
　
町
民
チ
ケ
ッ
ト　
　
　
千
円

（
当
日
販
売
な
し
）

※
町
民
チ
ケ
ッ
ト
は
総

合
文
化
ホ
ー
ル
で
の

み
取
り
扱
い
。
住
所

が
わ
か
る
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

仲
道
郁
代

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

～
わ
た
し
の
ピ
ア
ノ
物ス

ト
ー
リ
ー語
～

（
12
月
16
日
か
ら
優
先
販
売
開
始
）

日

時　
令
和
２
年
２
月
24
日（
月・振
休
）

開

場　
午
後
１
時
30
分

開

演　
午
後
２
時

入
場
料　
全
席
指
定　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日
２
千
円
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
本
コ
ン
サ
ー
ト
は（
公
財
）三
井
住
友
海
上

　
文
化
財
団
の
助
成
に
よ
り
特
別
料
金
に
設

　
定
し
て
い
ま
す
。

前
売
券
販
売
開
始
日

　
優
先
販
売
：
12
月
16
日（
月
）午
前
９
時
～

　
（
藍
住
町
在
住
の
方
）

　
一
般
販
売
： 

12
月
24
日（
火
）午
前
９
時
～

前
売
券
販
売
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
、

　
町
立
図
書
館
、
小
山
助
学
館
本
店

※
優
先
販
売
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
み
取
り

　
扱
い
。
住
所
が
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い
。

※
前
売
券
が
完
売
し
た
場
合
、
当
日
券
の
販

　
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仲
道
郁
代

子
ど
も
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

日

時　
令
和
２
年
２
月
23
日（
日
・
祝
日
）

開

演　
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
（
終
演
予
定
午
前
11
時
30
分
）

入
場
料　
全
席
自
由
席

　
　
　
　
　
親
子
ペ
ア 

５
０
０
円

※
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文

　
化
ホ
ー
ル
の
み
取
り
扱
い
ま
す
。

※
３
歳
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

※
親
子
ペ
ア
は
大
人
１
人
、
中
学
生
以
下
の

　
子
供
１
人
で
す
。

※
お
１
人
様
で
も
５
０
０
円
で
入
場
で
き
ま

　
す
。

問 

総
合
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

※
詳
細
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
合
文
化
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
案
内

藍
を
使
っ
て

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

in
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島

　
藍
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ゆ
め
タ

ウ
ン
徳
島
で
開
催
し
ま
す
。

日

時　
12
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
（
最
終
受
付
午
後
４
時
）

場

所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島

　
　
　
　
１
階
専
門
店
ゾ
ー
ン（
靴
下
屋
前
）

内

容

【
ラ
パ
ポ
ム
：
春
田 

真
紀
氏
】

①
藍
染
花
と
レ
ジ
ン
で
つ
く
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー

・
ス
ト
ラ
ッ
プ　
　
　
　
　
　
　
８
０
０
円

・
ネ
ッ
ク
レ
ス　
　
　
　
　
　
１
２
０
０
円

・
ピ
ア
ス
、
イ
ヤ
リ
ン
グ　
　
１
６
０
０
円

②
ス
カ
ー
フ
シ
ュ
シ
ュ　
　
　
１
６
０
０
円

③
藍
染
の
布
花
で
つ
く
る
コ
サ
ー
ジ
ュ

１
６
０
０
円

【
リ
ミ
テ
ッ
ド
メ
イ
ド
：
岡
久 

献
司
氏
】

④
藍
の
布
で
つ
く
る　
エ
コ
バ
ッ
グ

１
２
０
０
円

⑤
藍
の
布
で
つ
く
る　
シ
ュ
シ
ュ

８
０
０
円

⑥
藍
の
布
で
つ
く
る　
く
る
み
ヘ
ア
ゴ
ム

８
０
０
円

　
く
る
み
二
つ
付
き
の
場
合　
　
　
　
千
円

※
参
加
費
は
材
料
費
込
み
の
値
段
で
す
。

※
事
前
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
他
に
も
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま
す
。

問 

経
済
産
業
課 （
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

●
●
●
●
● 

新
着
情
報 

●
●
●
●
●

©Kiyotaka Saito
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風
情
の
あ
る
お
屋
敷
の
中
で
、
藍
染

　

風
情
の
あ
る
お
屋
敷
の
中
で
、
藍
染

体
験
が
で
き
ま
す
。
天
然
藍
で
思
い
出

体
験
が
で
き
ま
す
。
天
然
藍
で
思
い
出

の
あ
る
洋
服
な
ど
を
染
め
て
み
て
は
い

の
あ
る
洋
服
な
ど
を
染
め
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
染
め
物
持
ち
込
み
に
よ

か
が
で
す
か
。
染
め
物
持
ち
込
み
に
よ

る
藍
染
体
験
も
で
き
ま
す
。

る
藍
染
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

自
然
素
材
の
木
綿

　

自
然
素
材
の
木
綿･･

麻麻･･

シ
ル
ク
は
よ

シ
ル
ク
は
よ

く
染
ま
り
ま
す
。（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ

く
染
ま
り
ま
す
。（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ

ト
は
不
可
）

ト
は
不
可
）

　

持
込
み
体
験
価
格
１
ｇ

　

持
込
み
体
験
価
格
１
ｇ
1515
円
＋
税
・

円
＋
税
・

シ
ル
ク
１
ｇ

シ
ル
ク
１
ｇ
3030
円
＋
税

円
＋
税

※
家
紋
他
ご
希
望
の
柄
が
あ
り
ま
し
た

※
家
紋
他
ご
希
望
の
柄
が
あ
り
ま
し
た

　
ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

　
ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

休　
　
館

休　
　
館　　
1212
月月
2828
日（
土
）～

日（
土
）～

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
令
和
２
年
１
月
１
日（
水
）ま
で

令
和
２
年
１
月
１
日（
水
）ま
で

正
月
開
館

正
月
開
館　
令
和
２
年
１
月
２
日（
木
）

　
令
和
２
年
１
月
２
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
体
験
は
受
付
午
後
４
時
ま
で
）

（
体
験
は
受
付
午
後
４
時
ま
で
）

※
粗
品
進
呈　
ぜ
ひ
藍
染
体
験
に
お
越

※
粗
品
進
呈　
ぜ
ひ
藍
染
体
験
に
お
越

　
し
下
さ
い
。

　
し
下
さ
い
。

　
第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験

　
第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験

　
第
２
日
曜
日　
横
笛
・
尺
八

　
第
２
日
曜
日　
横
笛
・
尺
八

　
第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

　
第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

　
第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

　
第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

　
各
演
奏
・
体
験
は
午
前

　
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
1010
時
か
ら

時
か
ら

　
午
後
３
時
ま
で

　
午
後
３
時
ま
で

問  

藍
の
館

藍
の
館  （
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

藍
の
館イ

ベ
ン
ト
案
内

〔
第
２
回
〕

日
時
：
令
和
２
年
１
月
25
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

内
容
：「
細
川
一
族
の
文
芸
～
阿
波
細
川
氏

　
を
中
心
と
し
て
」

　
（
講
師
）須
藤 

茂
樹 

氏

　
　
　
　
（
四
国
大
学
教
授
）

〔
第
３
回
〕

日
時
：
令
和
２
年
２
月
22
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

内
容
：「
戦
国
期
の
京
都
の
景
観
と
生
活
～

　
細
川
管
領
邸
と
そ
の
周
辺
」

　
（
講
師
）山
田 

邦
和 

氏

　
　
　
　
（
同
志
社
女
子
大
学
教
授
）

〔
第
４
回
…
勝
瑞
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

日
時
：
令
和
２
年
３
月
14
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
～
５
時

内
容
：「
細
川
澄
元
・
晴
元
父
子
の
上
洛
戦
」

　
（
講
師
）馬
部 

隆
弘 

氏

　
　
　
　
（
大
阪
大
谷
大
学
准
教
授
）

　
「
阿
波
細
川
氏
の
遺
跡
と
し
て
の
勝
瑞
」

　
（
講
師
）重
見 

髙
博

　
　
　
　
（
町
教
育
委
員
会
課
長
補
佐
）

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
中
世
細
川
氏
の
実
像
」

　
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）須
藤 

茂
樹 

氏

　
（
パ
ネ
ラ
ー
）馬
部 

隆
弘 

氏
、

　
　
　
　
　
　
長
谷
川 

賢
二 

氏
、
重
見 

髙
博

問 

教
育
委
員
会 （
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度    

勝
瑞
学
講
座

勝
瑞
学
講
座

～
守
護
細
川
氏
と
勝
瑞
Ⅱ
～

★
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　
12
月
25
日（
水
）、
令
和
２
年
１
月
８
日

　
（
水
） 

午
前
10
時
30
分 

～ 

11
時

★
冬
休
み
お
り
が
み
教
室

　
日　
時　
12
月
25
日（
水
） 

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
所　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
図
書
館
２
階
）

対
象
者　
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上

　
　
　
　
（
定
員
15
人
）

申
込
み　
12
月
15
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
申
込
順
で
受
付（
電
話
不
可
）

　
　
　
　
詳
細
は
図
書
館
ま
で

◎
休
館
日　
　
毎
週
月
曜
日

　
図
書
整
理
日　
12
月
19
日（
木
）

　
年
末
年
始　
　
12
月
29
日（
日
） 

～ 

　
　
　
　
　
　
　
令
和
２
年
１
月
４
日（
土
）

　
振
替
休
館
日　
令
和
２
年
１
月
14
日（
火
）

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
・
絵
本
の
引
替

　
え
は
お
済
で
す
か
？

　
　
町
で
は
、
出
生
届
提
出
時
に
絵
本
引

　
替
用
紙
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
　
引
替
期
間
内（
６
か
月
以
内
）に
図
書

　
館
で
引
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集　

　
し
て
い
ま
す

　
　
図
書
館
で
、
赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
子

　
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
だ

　
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

　
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

あ
い
ず
み
歴
史
散
歩

あ
い
ず
み
歴
史
散
歩

～
城 

跡 

巡 

り
～

⑤
徳と

く
め
い
は
ち
ま
ん

命
八
幡
神じ

ん
社じ

ゃ

所
在
地
：
徳
命
字
元
村

　

徳
命
八
幡
神
社
は
、
誉ほ

ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

田
別
名
、

天あ
ま
ほ
ひ
の
み
こ
と

穂
日
命
、
武た

け
は
や速

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
と

を
祭

神
と
し
ま
す
。
創
立
年
代
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
元げ

ん

和な

６
年（
１
６
２
０
）

か
ら
の
棟む

な

札ふ
だ

が
残
っ
て
い
ま
す
。
木

造
で
三さ

ん
け
ん
し
ゃ

間
社
流な

が
れ
つ
く
り

造
の
本
殿
は
安
政
６

年（
１
８
５
９
）建
築
。
そ
の
他
、
弊へ

い

殿で
ん

は
安
政
６
年
、
拝は

い

殿で
ん

は
文
政
11
年

（
１
８
２
８
）の
も
の
で
す
。

　

神
社
の
南
を
東
西
に
延
び
る
現
在

の
町
道
名
田
前
川
線
は
、
江
戸
時
代

に
は
徳
島
城
を
中
心
に
整
備
さ
れ
た

五
街
道
の
一
つ
讃
岐
街
道
で
し
た
。

文
久
３
年（
１
８
６
３
）の「
徳
島
及
周

辺
絵
図
」で
は
、
神
社
の
西
側
に
は
一い

ち

里り

松ま
つ

が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
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月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げますおくやみ申し上げます 1111月

届出

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
板野西部青少年補導センター
藍 住 町 青 少 年 相 談 室

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

吉　田　円　香（ま ど か） 女 和 弘 ・ 真由美 住吉字江端

藤　川　　　碧（あ　 お） 男 竜 次 ・ 未 来 勝瑞字成長

岡　本　唯　杜（い　 と） 男 和 也 ・ 奈 央 奥野字乾

南　　　菜々花（な な か） 女 直 也 ・ あずさ 徳命字元村

野　口　寛　太（か ん た） 男 直 人 ・ 磨 実 富吉字須崎

前　田　笑　那（え　 な） 女 雅 史 ・ 里 奈 矢上字春日

板　東　　　樹（い つ き） 男 直 樹 ・ 美也子 東中富字長江傍示

高　麗　結　彩（ゆ　 い） 女 雅 章 ・ 美代子 乙瀬字乾

青　木　玲　奈（れ　 な） 女 武 士 ・ 早 織 矢上字原

大　森　愛咲莉（え み り） 女 稜 也 ・ 祐 香 富吉字中新田

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

12月16日 月 午後１時30分～３時 住吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

12月18日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

12月18日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

12月20日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
いけばな

１月６日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

１月７日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月８日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容： 健康チェック（血圧測定、検尿）と健康体操、レクリエ
　　    ーション等を行っております。

問   社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内いきいきサロンのご案内

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
投
稿
し
て
く

　
だ
さ
い
。
選
考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

※
読
み
仮
名
の
表
記
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず
ハ
ガ
キ
に
読
み
仮
名
を
記
載
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２ 

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１　
企
画
政
策
課

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

小　西　次　郎 72歳 矢上字安任

齋　藤　ヨシ子 101歳 奥野字乾

渡　邉　貞　子 93歳 徳命字名田

武　田　初　子 94歳 東中富字敷地傍示

髙　橋　治　躬 91歳 東中富字敷地傍示

森　本　武　利 78歳 富吉字穂実

森　下　良　起 74歳 矢上字原

岡　　　治　利 71歳 住吉字藤ノ木

矢　野　益　子 101歳 乙瀬字乾

ひ
よ
ど
り
の
口
い
っ
ぱ
い
に
鳴
く
声
は
額
の
写
真
に
閉
じ
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山本枝里子　選
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医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

検索とくしま耳鼻科12月28.29.30.31.  1月1.2.3
年末年始で休診です

MASUDA
CLINIC

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○
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○
5:30
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午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30
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藍メールのご案内藍メールのご案内
　藍メールは、皆さんに安全で安心な生活をお過ごしいただ
くための情報（防災、イベント、募集等）を配信するメールです。
　登録は無料ですが、メールの受信やメール本文に記載さ
れたURLにアクセスする際の通信料金は登録者の負担になり
ます。通信料金は、携帯電話会社との契約によっても変わり
ます。ご自身の契約内容については、各携帯電話会社の販
売店にお問い合わせください。
　なお、登録は広報の表紙右上に掲
載しているQRコードを読み取る又は
登録用アドレスに空メールを送ること
で手続ができます。
問  企画政策課　（☎637・3124）
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